
○滑川市奨学資金給与規則 

昭和29年４月１日 

規則第９号 

改正 昭和45年３月25日規則第７号 

昭和50年４月１日規則第６号 

昭和55年４月１日規則第10号 

昭和56年５月７日規則第７号 

昭和56年12月26日規則第17号 

昭和57年４月１日規則第８号 

昭和59年３月27日規則第４号 

平成元年５月17日規則第11号 

平成３年５月23日規則第９号 

平成９年３月31日規則第10号 

平成22年３月31日規則第９号 

平成31年３月26日規則第９号 

(目的) 

第１条 市は有用な人材の育成を図るため成績優秀であるが資金の支弁困難な事由に

よつて修学の困難な者に対し、寄附金を原資とする奨学事業基金を財源として、予

算の範囲内において奨学資金(以下「資金」という。)を給与するものとする。 

(要件) 

第２条 資金の給与を受ける者(以下「奨学生」という。)は、次の各号に掲げる要件

を備えていなければならない。 

(1) 大学等(学校教育法(昭和22年法律第26号)による大学(大学院を含む。)、専門職

大学、短期大学、専修学校(専門課程に限る。)、高等専門学校(第４学年及び第５

学年に限る。)及び高等学校の専攻科をいう。以下同じ。)に在学する者であるこ

と。 

(2) 本市に住所を有する者又は修学のため本市の区域外に住所を移した者でその者

の父母その他の保護者(以下「保護者」という。)が本市に住所を有する者である

こと。 

(3) 十分に満足できる学業成績を収めている者又は教科以外でも大変優れた成果を



収め、概ね満足できる学業成績を収めている者であること。 

(4) 学資の支弁が困難であること。 

(5) 在学した学校長又は現に在学する学校長(以下「学校長」という。)の推薦があ

ること。 

(給与の額) 

第３条 資金の給与の額は、次の区分による。 

(1) 県内大学等 月額 20,000円 

(2) 県外大学等 月額 40,000円 

(給与の期間) 

第４条 資金はこれを受けるに至つた月からその学校における正規の修学期間を終了

する月までの期間給与する。 

(申請の手続) 

第５条 奨学生を志望する者は様式第１号による奨学資金給与申請書(以下単に「申請

書」という。)を市教育委員会を経由して市長に提出しなければならない。 

２ 前項の申請書には本人の父母その他適当な者(以下「保護者」という。)が連署し

なければならない。 

３ 学校長は申請書に様式第２号による奨学生推薦調書を添えて市教育委員会を経由

して市長に進達しなければならない。 

４ 申請は毎年行うこととする。 

(奨学生の決定) 

第６条 奨学生の決定は、滑川市奨学生選考委員会(以下「選考委員会」という。)に

諮つて市長が行う。 

(成績表の提出) 

第７条 奨学生は、毎学年末の学業成績表を速かに市教育委員会を経由して市長に提

出しなければならない。 

(交付) 

第８条 資金は、毎月本人名義の金融機関の口座に振り込むものとする。 

(交付の停止) 

第９条 奨学生が休学したときはその事由の発生した翌月から事由の止んだ月まで資

金を交付しない。 



(給与の取消) 

第10条 市長は奨学生が次の各号の一に該当するときは、選考委員会に諮つて資金の

給与を取消すものとする。 

(1) 第２条に定める要件を欠くに至つたとき。 

(2) その他奨学生として適当でないとき。 

(届出) 

第11条 奨学生は次の場合には保護者と連署の上直ちに市長に届け出なければならな

い。 

(1) 休学、復学、転学又は退学したとき。 

(2) 奨学生又は保護者の住所、氏名、その他重要な事項に異動があつたとき。 

(3) 第２条に規定する要件を欠くに至つたとき。 

(4) 資金の給与を辞退しようとするとき。 

２ 保護者は、奨学生が死亡したときは、戸籍抄本を添えて遅滞なく、市長に届け出

なければならない。 

(書類の経由) 

第12条 この規則の規定に基づき市長に提出する書類は学校長を経由しなければなら

ない。 

(細則) 

第13条 この規則に定めるものを除く外、選考委員会に関する事項その他必要な事項

は別に定める。 

附 則 

この規則は、昭和29年４月１日から施行する。 

附 則(昭和45年規則第７号) 

この規則は、昭和45年４月１日から施行する。 

附 則(昭和50年規則第６号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和55年規則第10号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和56年規則第７号) 

この規則は、公布の日から施行し、昭和56年度の奨学資金から適用する。 



附 則(昭和56年規則第17号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和57年規則第８号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則(昭和59年規則第４号) 

この規則は、昭和59年４月１日から施行する。 

附 則(平成元年規則第11号) 

この規則は、公布の日から施行し、平成元年度の奨学資金から適用する。 

附 則(平成３年規則第９号) 

この規則は、公布の日から施行し、平成３年度の奨学資金から適用する。 

附 則(平成９年規則第10号) 

この規則は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則(平成22年規則第９号) 

(施行期日) 

１ この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

(経過措置) 

２ 平成22年度に改正前の滑川市奨学資金給与規則(昭和29年４月１日規則第９号)第

３条第１号に該当している場合は奨学資金を給与できることとし、平成23年度以降

の分については、平成22年度中に認定した奨学生が高等学校又はこれと同程度の学

校を修了するまでの期間、奨学資金を給与できることとする。 

附 則(平成31年３月26日規則第９号) 

この規則は、平成31年４月１日から施行する。 



 



 



様式第１号(第５条関係) 

様式第２号(第５条関係) 

 


